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ユーザ交流サイトにおける利用活性化のための
投稿データ分析
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概要：近年では，交流サイトや Q&Aサイトによるユーザ同士の交流が活発に行われている．しかし，同
じようなサービスが複数あり，サイト運営者はユーザ利用を促進させることがサイト運営をする上でカギ
となる．ユーザ同士の交流を活性化させるには，ユーザがどのようにサイトに対してどのようなニーズが
あるのかを把握することが重要である．本研究では，妊婦や小さい子供を持つ女性を主なターゲットとし
た交流サイトでの実際の投稿データを用い，どのような交流が行われているのかを分析し，サイト活性化
に向けた情報抽出を行う．
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Analysis of Post Data Analysis in Social Site to Increase Usage
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Abstract: In recent years, users have been actively interacting with each other through exchange sites and
Q&A sites. However, on the other hand, there are multiple similar services, and promoting user usage is the
key to site management for the site manager. In order to activate interaction among users, it is important to
understand each user has what kind of needs for the site. In this study, we analyze what kind of interaction
is taking place using actual posted data on a social sites mainly targeting pregnant women and mothers who
have small children. Then we extract information for site activation.
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1. はじめに
インターネットの普及は企業にとっての BtoCの情報・
販売チャネルとしてだけではなく，CtoC，すなわち消費者
間ネットワークの拡大に大きく寄与した．
消費者同士の情報の受発信としては，商品やサービスに
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関する口コミが一般的であり消費者の購買行動に大きく影
響を与えていることは周知の事実といえる．
これに対して，消費者同士が情報を受発信するようなコ

ミュニティサービスも情報受発信に広く使われている．汎
用コミュニティサイトや SNSも広く使われているが，特
定の消費者セグメントや話題を対象としたコミュニティは
同じニーズを持つ消費者間でよく使われている．こうした
サイトでは，コミュニケーション機能だけではなく，関連
する様々な情報も提供されており，情報共有のワンストッ
プサービスとしての価値は高い．
コミュニティに参加する理由としては，関連する情報の

収集とともに，消費者自身の課題解決が挙げられる．イン
ターネットコミュニティにおいては，スモールワールド性
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やネットワーク外部性といった概念も知られており，人や
情報をいか多くに集め，良質な情報の共有ができるかが，
コミュニティサイトの成否を分けるといっても過言では
ない．そのため，こうしたサイトの管理者は，サイト活性
化のために利用者の維持，利用の促進を図ることが求めら
れる．
本論文では，妊娠や子育てをする母親を主なターゲット

とした情報サイトを事例として取り上げる．妊娠や子育て
は人生における大きなライフイベントであり，ライフス
テージの変化といえ，多くの親が様々な疑問や戸惑いを
有しながら生活を送っている．東京都北区の調査 [1] によ
ると，妊娠屋出産について困ったこと，困っていることに
ついて 23.3% の回答者が「他の妊婦との交流の場がない
こと」，16.4% が「妊娠・出産についての相談相手が身近
にいないこと」を挙げており，出産費用を除くとコミュニ
ティの欠如が上位の理由として挙げられている．また，ヤ
フー・データソリューションがヤフーの検索データを分析
した「ビッグデータからみるストレス・悩み」によれば，
子育てママは 20時以降に子育てブログを見ることでスト
レス緩和をしている傾向がみられると報告している．
このように，子育てにおいて，他人との接点，および問

題解決や情報検索において情報サイトや Q&Aサイトが重
要な役割を持っていることがうかがえる．こうしたコミュ
ニティサイトの活性化は利用する消費者にとって価値ある
ものであるとともに，運営する企業にとっての安定したサ
イト経営においても，どのようにサイトの活性化を図るか
を議論することは重要な課題といえる．
そこで本論文では，ある子育てに関する情報サイトに投

稿された Q&Aデータの分析を通して，コミュニケーショ
ン活性化に関する分析と提案を行う．

2. 関連研究
本節では，本論文の研究に関連する既存の研究について

整理する．
島田ら [3] は妊娠・出産・子育てをする女性のQ&Aサイ

トを対象にサイト内での共感を得られるような質問項目が
どのような内容であるのかについて分析している．この研
究においては，回答数が少ないような質問の回答率を上げ
ることを目的として，質問の分類を行い，質問文をどのよ
うに表現すればよいのかについて考察している．具体的に
は word2vecによる単語の分散表現から，類似単語を質問
文に追加して質問文の拡張を行っている．このほかにも，
一連の研究として，ガイドラインに違反した投稿の検出方
法や，ライフステージが変わる出産予定日の予測モデルな
どを提案し，同サイトの価値向上を目指した方法論を示し
ている．
他の話題を主なターゲットとしたものとしては，ネット

コミュニティにおける質問者と回答者の間での情報のやり

取り上の問題として，互いのことがよくわからないこと，
および，相手の態度や発言の表現が気に入らないといった
理由から知識共有バリアが働くことを挙げている [6], [7]．
こうした問題を解決するために，尹ら [8]は，質問者と回答
者の間を仲介するエージェントツールを提案し，仲介シス
テムの介在で，やり取りが活性化することを実証している．
このほかにも，ネットワーク分析 [9], [10]や，コンテン
ツとコミュケーションの進み方などに着目した研究 [11]な
どもある．
ただし，本研究で対象とする妊婦・子育てのインターネッ

トコミュニティに関しての研究は十分ではない．特に，妊
娠・子育て時期はライフステージが短期間に大きく変わり，
親にも十分な子育て経験がなく，核家族化が進んでいる社
会においては，親自身が主体的に情報収集にあたることも
多い．したがって，一つのコミュニティサイト上であって
も，様々なトピックが混在していることが想定され，今後
のサイト成長のためにはより詳細な分析とサービス拡大に
対する知見が求められると考える．

3. データ概要
本論文では，経営科学系研究部会連合協議会主催，令和

3年度データ解析コンペティション，妊娠・出産・子育て
に関する情報サイト「ママリ」を運営するコネヒト株式会
社から提供された，Q&Aデータを用いる．提供データは
2019年 1月から 2021年 7月までの同サイト上での質問と
検索貴ワード，並びにユーザ情報であり，ユニークユーザ
数はおよそ 300万人，質問件数は 540万件でその回答はお
よそ 50万件である．本研究では使用しなかったが検索は
およそ 1 億 3 千万件であった．投稿された質問とその回
答，並びに回答間の親子関係についても IDによって把握
でき，どのユーザが質問や回答を投稿したかについても把
握できる．また，ユーザごとの子供の月齢などについての
情報も含まれる．

3.1 基礎集計と分析方針
対象データの集計から，質問に大して回答がなされてい

るものは全体の 90%と割合は高いものの，回答があったう
ちおよそ 90%は 10件未満であり，短期間にその話題は止
まってしまっている．反面で，逆に数か月といった長期に
わたって回答屋やり取りが続くような質問もあり，長い期
間盛り上がるような質問もあることが分かる．
ここで，回答が多く投稿されるような質問を目視で確認

したところ，数か月間にわたって同じような内容の回答が
続いたり，会話のような形でトピックが続いたりなど，イ
ンターネット上の文章でのやりとりとはいえ，ユーザ同士
の深い交流がなされていることが見て取れるまた，回答数
が多い質問と少ない質問で，ユーザを比較すると，ユーザ
の休眠状態，すなわちアクティブユーザであるかどうかに
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大きく差があることが分かった．
このような状況から，本サービスの課題として，質問に

対する回答率は高いものの，多く回答が続くような質問が
少ないことが挙げられる．また，情報サイトとしての役割
を考えると，解決したい疑問について質問を行うことで的
確な回答が得られ，その回答に対してさらに多くの回答が
投稿されるといったネットワーク外部性を獲得することに
よって，様々な情報が集まるようなサイトになることが望
まれる．
こうした役割を果たすためにはどのような利用をされて

いるのか，また今後どのようにサイト利用を活性化すべき
かについての方策が必要となる．そこで，本論文では，一
つの質問に対する回答数を上記課題解決のための指標とし
て定義し，分析を通じて本サービスの理想像に近づくよう
なサービス拡大アイデアを検討する．

3.2 サービス拡大のアイデア
サービス拡大の目的として，質問ごとの回答数を増やす

ことで，ユーザ同士のつながりを深めたいという課題を解
決することを挙げる．
前節の基礎集計をもとに著者間のディスカッションを経

て，本論文では，サービス拡大のアイデア創出のために以
下の 3つの分析の方向性を考えた．
( 1 ) 過去の回答数が伸びている質問の中で入力となる質問
に近いものをリコメンド

( 2 ) 質問文を入力として回答数の予測
( 3 ) 回答数の多い過去の質問の分析
そこで，(1) については，内容が近い過去の質問を探す
ためにクラスタリングを実施し，大量の質問の特徴づけを
行う．また (2)については，回答数を予測するために因果
関係を分析する．そして予測される回答数と実際の回答数
の比較を行う．これらの結果を元に (3)について考察する．
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図 1 分析フレームワーク

4. 分析と結果
以下では，前節のアイデアのうち (1) と (2) に関する分

析を行う．次節において，(1)と (2)についての分析と結
果からの考察を行い，さらにこれらの分析結果を踏まえて

(3) についてのアイデアをまとめる．なお，分析にあたっ
ては回答数が 20件以上の質問からランダムに 10,000件を
サンプリングしている．

4.1 アイデア (1)：クラスタの作成
アイデア (1) においては，過去の質問の中で回答数が多

く，かつ，入力となる質問と内容が近い質問をレコメンド
するための分析を行う．
まず，質問文の文章に含まれる単語に関してエンコーディ

ングを行い，その結果を用いたクラスリングを行う．エン
コーディングは 512次元の BERT (Bidirectional Encoder

Representations from Transformers) [12] を用いる．
ただし，BERTは多くの文章によって事前学習が必要で
あり，辞書によって単語のエンコーディング結果が異なる．
BERTの事前学習について様々な研究組織から自由に使え
るものが提要されているが [13]，本研究では著者の属する
企業内の研究グループが事前学習したもの [14]を用いる．
そして，その結果について，質問に関する階層型クラス

タ分析によるクラスタ形成を行う．凝集方法はWard法を
用いており，クラスタ数はクラスタ内の凝集度とクラスタ
間の乖離度を評価できるシルエット係数が最大になる場合
を採用した．
結果から，49クラスタモデルを採用した．
なお，提供データにもカテゴリラベルが付与されている

が，このカテゴリとは異なるクラスタリングが行われてい
る．定性的な評価ではあるが，本研究の結果はより具体的
な課題にフォーカスして細分化されている様子が見て取れ
た．提供データのカテゴリラベルは「その他」を除くと 17

カテゴリであり，そのうち「子育てグッズ」が全体の 1/3

と大変大きいカテゴリになっている．これと比較して，本
分析の結果得られたクラスタサイズは概ね均等に近く，よ
り適切に細分化されていることが特徴といえる．表 1 にク
ラスタリング結果の例を示す．なお，表中の feature words

は各単語の tf-idf値の上位 10までの単語を列挙したもので
ある．また，クラスタリングの様子を図 2に示す．ここで
はエンコーディングされた 512次元のデータについて各質
問を対象として主成分分析を行い，2次元平面で表現した
ものを示している．
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表 1 クラスタリング結果の一部
クラスタリング名 質問例 サイズ 特徴語
妊娠時関連 0 人目の妊娠がわかった時、何週ごろに病院行きましたか? 197 性別, 妊娠, お腹, 胎動, 心拍, エコー, 妊娠報告, 確定, 報告, 感じる

保育園関連
共働きの方に質問です!保育園が休園したらどのような対応をしますか?

子供をどこかに預ける、自分が仕事休んで面倒をみる等、
皆さんの対応を参考までに教えてください。

307 保育園, 幼稚園, 預ける, 入園, 行く, 保育, 入れる, 通う, 働く, 4 月

食事関連 0 歳 1 ヶ月の息子がいます皆さん今日の晩御飯なんですか？
参考にさせてください ほぼ取り分けであげてます

255 食べる, 離乳食, あげる, 作る, 1 歳, ベビーフード, ご飯, パン, 始める, 朝ごはん

グッズ関連
チャイルドシートとベビーカーのおすすめを教えてください!

こんなの買ったらいいよ!などありますか?

しばらくベビーカーはなくてもいいですよね?

133 抱っこ紐, ベビーカー, チャイルドシート, 買う, オススメ, 抱っこ, 保育園, 購入, 自転車, 持つ

母乳関連 生後 0 ヶ月半の完母です!母乳どのくらい飲めてれば良いですかね? 224 飲む, 母乳, ミルク, 完ミ, 授乳, あげる, 生後, 完母, 卒乳, おっぱい
離婚関連 旦那さん側から離婚を切り出されて、離婚された方いらっしゃいますか? 90 離婚, 再婚, 旦那さん, 養育費, 旦那, 方位, 理由, 子供, 調停, 元カノ
睡眠関連 夜勤の旦那さんがいる方、旦那さん何時まで寝てますか?ギリギリまで起きないですか? 107 起きる, 寝る, 昼寝, 旦那さん, 旦那, 皆さん, 眠れる, あげる, 起こす, 休み

図 2 質問のクラスタリング

各クラスタの質問文について目視で確認したところ，多
くは回答内容が似ているような質問がうまく選ばれている
ように見受けられる一方で，複数の質問要素が含まれるよ
うな質問については全く異なる質問が選択されているよう
な場合もあった．
次に，クラスタについて考察する．得られたクラスタの

特徴ついてまとめる．サイズが大きかったクラスタを見た
ところ，話題が明確であり，「保育園，幼稚園に関する話
題」「寝かしつけに関する話題」「妊娠に関する話題」「離婚
に関する話題」「離乳食に関する話題」がトップ 5であっ
た．これらは経験者のコメントが役立つことが多いと思わ
れることと，ライフイベントや最初の子供の時に判断に困
ることが多い話題であり，コミュニティにおいても多くの
人が情報受発信をしている様子が分かる．
また，図 2を見ると，2次元平面において重なりはある
もののクラスタごとの質問の座標がおおよそ近い位置にあ
ることが見て取れる．このことは，各クラスタの特徴語が
ほかの単語に比べて十分異なる特徴量を持っており，クラ
スタ形成に関係していることを表しているといえる．
各クラスタの tf-idfの上位 10位までの単語が各クラスタ

内の単語数に占める割合は，最小で 0.16%，最大で 19.55%，
平均が 3.67%であり，単語数が多いことから考えると比較
的トピックとなる単語が特定のクラスタに集まっている様
子がわかる．
また，クラスタごとの返信数の中央値を求め，回答が伸

びやすいカテゴリやクラスタを調べた．その結果，平均

的にはクラスタの中央値が 25程度である中で，ママリの
サービスに関する話題のカテゴリが中央値 262と非常に大
きかった．このほかにもクラスタサイズが小さい（14の質
問が該当）クラスタの返信数が多かったがの見受けられた
が，このクラスタは大きな特徴はなく，分析に使用した特
徴量にも明確な傾向はなかった．その他のクラスタは返信
数の中央値に大きな差はなかった．
以上のように一部解釈が難しいクラスタがあるものの，

全体的には質問に付与されているラベルよりも詳細な質問
の分類ができたものと考える．

4.2 アイデア (2)：回答数予測
次に，アイデア (2)のために，質問文を入力として回答
数を予測する．
サンプリングした 10000件についてホールドアウト法に
より 8,000件を学習用に，残る 2,000件を検証用とした．
説明変数は前節で得られた BERTによる 512次元のベク
トルであり，目的変数は各質問の回答数である．比較した
モデルは，
• 線形回帰
• リッジ回帰
• ランダムフォレスト
• 勾配ブースティング
• 多層パーセプトロン
である．精度評価としてはMAE (mean absolute error) を
用いた．結果を表 2にまとめる．

表 2 モデルの精度比較
モデル MAE

線形回帰 4.385

リッジ回帰 4.186

ランダムフォレスト 4.340

勾配ブースティング 4.297

多層パーセプトロン 5.196

この結果から，正則化項考慮したリッジ回帰が最良の結
果となった．誤算の分布を確認したところリッジ回帰と勾
配ブースティングが似た形をしているが，勾配ブースティ
ングの方が，誤差 5あたりの頻度が大きくなっている．
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また，様々な回帰モデルを用いて検証を行ったり，他に
も入力としてユーザ属性情報の追加も検証を行ったが，本
結果よりも精度の高い回帰モデルの作成には至らなかった．
説明変数が 512 次元と非常に高次元であることから，
リッジ回帰における係数に大きな差はなかった．そこで，
ランダムフォレストモデルによる変数重要度から，分岐に
影響を与える上位の次元を抽出した．ランダムフォレスト
の変数重要度の平均は 0.002であった．そこで上位である
変数重要度が 0.01を超える 5つの次元に着目した．
そして，その次元の値が大きいもしくは小さい質問内容

を確認したところ，
( 1 ) 値が大きい質問では全体に文字数が多く，相手に回答
を求めるような表現が含まれている場合が多い

( 2 ) 値が大きい質問は子供の成育内容を含んでいることが
多く，逆に小さい質問では子供に直接関係しない質問
が多い

という傾向があった．
ただし，全体で共通するような明確な特徴があったわけ

ではなく，質問文の内容自体が回答数に必ずしも大きな影
響を与えているわけではないということは考察される．
ただし，この予測結果を質問に際して参考として表示す

ることで，回答を得やすい質問を検知することにつながり，
コミュニティの活性化につながる質問抽出ができた可能性
は示唆できると考える．

4.3 アイデア (3)：回答数が多い質問に関する分析
本節では，アイデア (3) のために，前節までに得られた
知見を元に，回答数を増やす要因について考察する．
そのために，まず，質問投稿後の質問者のコミュニティ

内での行動が　回答数にどのように影響を与えているかを
分析する．
図 3は，質問に対する回答のうち，各質問者自身のコメ

ントの割合の様子を示している．図 3の各点は，1つの質
問を示し，横軸は各質問において質問者がコメントの投稿
を行っている割合を求めたものである．すなわち，0.0で
あれば，質問者は質問投稿以降、一度もコメントしておら
ず，0.5は質問に付いているコメントの半数が質問者によ
るものであり，1.0は質問に付いているコメントが全て質
問者によるものである．なお，縦軸は回答数である．

図 3 返信率と回答数

これを見ると 0.5のところで回答数が突出しており，半
数が質問者である場合，すなわちやり取りを丁寧にしてい
ると回答数が延びやすい傾向にあることが示唆される．横
軸について 0.5から離れるほど全体として回答数が伸びな
い傾向にあることがわかる．
次に，質問投稿後の質問者の行動が回答数にどのような

影響を与えているか分析るために，返信速度，すなわち質
問者が回答に返信するまでの平均時間について考察する．
図 4は質問投稿後の返信の速さと回答数についての関係

を表したグラフである．

図 4 返信速度と回答数（横軸は分）

この図より，回答数の上振れはあるものの，グラフの密
度の高い部分を見ると，返信までの時間が長くなるととも
に回答数は低位に推移しており，質問投稿後にできる限り
早く返信することが，回答数のアップにつながることが示
唆される．
このように，返信率や返信の速さが回答数の増加に寄与

している様子が分かる．
以上より，対象とした Q&Aサイトにおいてのコミュニ
ティ活性化においては，(1)適切な質問クラスタに分割す
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ることによって，類似した質問の参照をしやすくするなど
の工夫をしてコミュニティ内の流動性を上げること，(2)

回答数が伸びそうな質問をあらかじめ検知することによっ
て，その内容を学習したり，またその質問への流入を増や
すなどしてコミュニティ利用促進をすること，(3)質問者
と回答者のやり取りを密にするような施策を講ずること，
といったアイデアが考えられる．　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

5. まとめと今後の課題
本論文では，妊婦・乳幼児を持つ母親向けサイトにQ&A

データを用い，コミュニティ活性化を促進する戦略立案の
ための分析を行った．
そのための 3つのアイデアを示し，それぞれのアイデア

に対する分析を行った．各分析の結果から，以下ような考
察を
まず，アイデア (1)，すなわち過去の回答数が伸びている

質問の中で入力となる質問に近いものをレコメンドするた
めの分析では，質問内容が近く過去に回答数が伸びている
質問を提示するリコメンドモデルを作成した．その結果，
クラスタリングでは従来のカテゴリと比較して、より課題
にフォーカスしたクラスタ形成をすることができた．
次に，アイデア (2)，質問文を入力として回答数を予測

に対して，質問文を入力として回答数を予測する回帰モデ
ルを作成した．回答数に影響すると考えられる質問文の部
分的な定量的・定性的な特徴が抽出できたものの，その結
果からは質問内容自体が回答数に大きな影響を与えていな
いということが分かった．
最後に，アイデア (3)，回答数が多い過去の質問を評価

するために，質問投稿後の質問者の行動が回答数にどのよ
うな影響を与えているか分析を行った．その結果，質問者
の返信率と返信速度が回答数を伸ばす大きな要因になって
いると分かった．
以上より，本研究で取り組んだ分析によって得られたク

ラスタに関して，ユーザからの興味関心が高いものが抽出
されたと考えられる．そして，新たなカテゴリとして設定
することによって検索の利便性向上や，ユーザのより詳細
な意見交換が見込める．また，一定の期間単位で注目を集
めているトピックを動的にカテゴリとして設定することに
よって，人気な話題に対する投稿のさらなる活性化が見込
め，ユーザが注目しやすい内容を抽出することが可能なた
め，公式投稿の内容検討に使用できる．
質問投稿後の質問者の行動における返信率と返信速度が

回答数に影響を与えるという結果は有効活用できるので
はないかと考えられる．ホームへの掲載や質問者に対する
Tipsや公式投稿として共有するなど，ユーザに周知を行う
ことによって投稿の活性化につながる可能性が示唆される．

今後の課題としては，レコメンドモデルの定量的評価方
法について検討することや，今回の分析で得られたクラス
タリングの活用方法検討等が挙げられる．また，今回は利
用者の個人・子供の月齢などは考慮しなかったため，こう
した個人属性を質問者と回答者間に考慮することで，より
適切なマッチングを実現することが期待される．
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